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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月13日(2010.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の（１）～（３）の工程を含むカーボンナノチューブ膜の製造方法。
（１）アニオン性分散剤を含有するカーボンナノチューブ分散液を調製する工程。
（２）上記（１）の工程で調製されたカーボンナノチューブ分散液に酸を添加する工程。
（３）上記（２）の工程で酸を添加したカーボンナノチューブ分散液を用いてカーボンナ
ノチューブ膜を製造する工程。
【請求項２】
アニオン性分散剤がカルボン酸塩、スルホン酸塩、ホスホン酸塩、ホスフィン酸塩から撰
ばれた少なくとも一種類の基を有する有機物であることを特徴とする請求項１に記載のカ
ーボンナノチューブ膜の製造方法。
【請求項３】
カーボンナノチューブ薄膜が導電性フィルム用であることを特徴とする請求項１または請
求項２に記載のカーボンナノチューブ膜の製造方法。
【請求項４】
請求項１から請求項３のいずれかに記載のカーボンナノチューブ膜の製造方法によって得
られるカーボンナノチューブ膜をフィルム上に形成したカーボンナノチューブ膜付きフィ
ルムの光透過率が７０％以上、表面抵抗値１×１０４Ω／□未満となることを特徴とする
フィルムの製造方法。
【請求項５】
カーボンナノチューブ分散液に緩衝剤が添加されていることを特徴とする請求項１から請
求項４いずれかに記載のカーボンナノチューブ膜の製造方法。
【請求項６】
アニオン性分散剤がポリスチレンスルホン酸塩、カルボキシメチルセルロース塩およびコ
ール酸塩から選択された１種以上であることを特徴とする請求項１から請求項５いずれか
に記載のカーボンナノチューブ膜の製造方法。
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